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作品 4 「山合いの棚田」 (2000年 )

第63回平美展の会期日程が
早くなりました
会期 2014年 8月 5日～ 10

日

搬入日  8月 3日 (日 )

展示作業 8月 4日 (月 )

■美術館の搬入・搬出規定が変更されます
このほど、美術年より「搬入 搬出に関しても開館

時間帯の事故の懸念もあり、個人の車両を無<し、業

者 団体などで取りまとめて台数を制限する事」など

を申し渡されました。 1
【搬入・搬出の主な変更内容】

◆搬八時間は午前 8時～ 11時まで。◆車両搬入は午

前 8時から 90守まで。◆個人での車両搬入は出来ない。

業者 団体による一括搬入とする。◆手持ちによる搬

入は従来どおり可能。◆展示作業は正午から 17時ま

で。◆搬出は午前 9時なら 11時まで。◆搬出に関す

る車両は搬入時と同様に制限されます。

【平和美術展の対応について】
関西美術家平和会議としては、車両搬入の業者委託

やグル下プ|こ よる一括搬入などの検討。受付業務の効

率化をめざし出品の事前申し込みや出品料金の振込み

納金制などの検討が必要1と なっていると考えており、

具体的には第一回平禾□美術展実行委員会に提起して相

談することにしています。
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